


出典：日本医療機能評価機構（薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業）薬局ヒヤリ・ハット事例 ID:49474 より改変

事例 1

泌尿器科から発行された処方箋を調剤薬局が受けた。処方内容は、Rp1. ザイティガ
錠 250mg 1 錠 分 1×14 日分朝食後服用、Rp2.【般】セフジニルカプセル 100mg 
3 カプセル 分 3×7 日分毎食後服用であった。プレドニゾロンの併用は行われておらず、
また、投与量も 250mgと通常の 1/4 の投与量となっているため、処方医に疑義照会
を行った。処方内容を Rp1. ザルティア錠 5mg 1 錠 分 1×14 日分朝食後服用に変更
するとの回答を得た。

事例 2

前医より前立腺癌疑いで当院受診。精査の結果、前立腺肥大症と診断され、前立腺肥
大症の治療が継続された。当院における治療開始約半年後、効果不足にてザルティア
錠を追加処方するつもりで、ザイティガ錠を処方してしまった。処方 17 日後に処方間
違えに気付き、患者に連絡し服用中止。採血等の検査をするも特に異常なし。
当院の処方オーダリングシステムでは、ザイティガ錠には「（腫）」の文字が付加されて
いるが、医師は気付くことができなかった。

処方時の薬剤選択ミス事例

処方オーダリングシステムでは、ザイティガ錠 / ザルティア錠の処方間違いを防止
するために、薬剤名検索方法等の工夫をご検討ください。

【 薬剤名検索時工夫例 】
◇ 一般名検索とする
◇ 3 文字以上を入力し、一致している薬剤のみを表示させる
◇ 抗癌剤などは、先頭に特定の文字を入力し、該当する薬剤を表示させる

例）「んざいて」を入力した時のみ、ザイティガ錠を表示

「PMDA 医療安全情報（No.44 2014 年 5 月）」に薬剤名検索方法及び表示方法の具体例が
掲載されております。処方間違いを防止する一助になりますので、併せてご検討ください。
http://www.pmda.go.jp/files/000144997.pdf

ザイティガ錠 / ザルティア錠の用法及び用量は異なります
ザイティガ錠 250mg・ザイティガ錠 500mg は、空腹時服用です
ザイティガ錠 250mg・ザイティガ錠 500mg は、プレドニゾロンと併用投与します

『ザイティガ錠 250mg：通常 4 錠 / 日』 
⇔ 

『ザルティア錠 2.5mg：通常 2 錠 / 日』
『ザイティガ錠 500mg：通常 2 錠 / 日』 『ザルティア錠    5mg：通常 1 錠 / 日』
処方、 薬剤調剤・監査・交付時に、用法及び用量が適切であるかご確認ください



医師の皆様へのお願い

薬剤師の皆様へのお願い

施設内におけるヒヤリ・ハット事例等の周知のお願い

ザイティガ錠とザルティア錠の処方間違い防止のため、これらの薬剤を処方される際
には、販売名、薬効、用法及び用量等をご確認いただきますようお願いいたします。

ザイティガ錠とザルティア錠の薬剤取り違え防止のため、ご協力をお願いいたします。

◇ 新しく配属になった医師、薬剤師、看護師等の医療従事者につきましても、ザイ
ティガ錠とザルティア錠を間違えやすい医薬品として認知する機会（研修等）を設
けることをご検討ください。

◇ ザイティガ錠とザルティア錠の販売名・薬効等を記載した表（本資料裏面）を、診
療室、薬局内に掲示する等ご活用ください。

報告された事例の中には、適切な処方監査により患者様への誤投与が未然に防止さ
れた事例も報告されております。

◇ ザイティガ錠が処方されている際には、プレドニゾロンが併用されていることを
ご確認ください。
また、販売名と用法及び用量が合っているかにつきましてもご確認ください。

◇ 併用薬、病名等の情報を利用し、前回の処方歴及び薬歴との照合をお願いいたし
ます。

◇ 患者様へのインタビューにより、どのような疾患で受診したかにつきましても、
可能な限りご確認をお願いいたします。
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